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平
成
二
十
九
年
の
新
春
に
あ
た
り

東
松
島
市
議
会
議
長
　
滝
　
　
　
健
　
一

　

東
松
島
市
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
震
災
復
旧
・
復
興
を
優
先
す
る
議
会
運
営
に
努
め
た
結
果
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
１

８
４
件
の
議
案
等
に
つ
い
て
、
一
件
を
修
正
可
決
、
そ
の
他
は
提
案
の
と
お
り
と
す
る
意
思
決
定
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
延
べ
１
０
８
件
に
及
ぶ
議
員
一
般
質
問
を
行
い
議
員
と
市
長
お
よ
び
執
行
機
関
と
の
政
策

議
論
を
展
開
し
、
市
民
意
向
の
反
映
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
市
議
会
だ
よ
り
や

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
平
成
22
年
か
ら
議
会
懇
談
会
も
開
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
感
想
や
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
が
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
力
を
注
ぐ
間
に
も
国
や
県
の
動
向
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
全
国
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
経
済
活
性
化
、
地
域
格
差
是
正
な

ど
を
背
景
に
、
自
治
体
が
国
や
県
の
補
助
等
事
業
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
す
る
方
式
か
ら
自
治
体
が
事

業
提
案
し
国
や
県
に
採
択
し
て
も
ら
う
方
式
へ
の
移
行
が
進
む
な
ど
、
自
治
体
関
係
者
が
総
力
を
結

集
し
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り
、
正
に
自
治
体
間
競
争
が
激
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
自
治
会
制
へ
完
全
移
行
し
ま
す
が
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
行
政
、

議
会
そ
れ
ぞ
れ
に
知
恵
と
機
能
を
発
揮
・
連
携
し
、
ま
た
分
担
し
進
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
市
民
皆
様
の
参
加
や
連
携
の
機
会
を
設
け
、
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
４
月
に
行
わ
れ
ま
す
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
始
め
、
地
域
活
動

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
へ
の
更
な
る
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明けましておめでとうございます
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市
道
山
岸
下
塚・池
塚
山
岸
線
改
良
工
事
費
を
増
額

補
正
予
算
総
額　
41
億
３
０
２
４
万
円
減
額

　

平
成
28
年
第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
7
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
慎
重
審
議
の
上
、

可
決
し
ま
し
た
。
各
種
会
計
の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会　　計　　区　　分 補正額 補正後の額
一 般 会 計 △20億9,851万5 535億9,190万0

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 △103万4 59億1,240万8
後 期 高 齢 者 医 療 △38万3 3億5,198万8
介 護 保 険 935万2 30億9,582万6
農 業 集 落 排 水 事 業 97万7 1億5,975万9
漁 業 集 落 排 水 事 業 ‐ 898万0
下 水 道 事 業 △1億4,263万7 91億2,532万2
野 蒜 北 部 丘 陵 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 △15億0,300万0 47億0,812万5

東 矢 本 駅 北 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 ‐ 1,346万5

大 曲 浜 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 △3億9,500万0 23億7,771万5

 合　　　計 △41億3,024万0 793億4,548万8

■ 12 月補正予算の状況 ■ （単位 : 千円）

　

債
務
負
担
行
為
＝
■？
＝
補

正
と
し
て
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
料
な
ど
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
補
正

で
は
国
の
第
二
次
補
正
予
算

に
よ
る
追
加
配
分
に
伴
い
山

岸
下
塚
線
等
の
改
良
工
事
費

を
始
め
大
曲
・
赤
井
南
両
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
改
修

事
業
費
の
予
算
総
額
か
ら

20
億
９
８
５
１
万
５
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

一

般

会

計

５
３
５
億
９
１
９
０
万
円
に

編
成
。

　

歳
入
で
は
国
有
提
供
施
設

等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金

は
増
額
、
震
災
振
興
特
別
交

付
税
を
減
額
し
た
。
諸
収
入

で
は
災
害
援
護
資
金
に
係
る

貸
付
金
借
受
人
償
還
金
を
増

額
、
市
債
に
つ
い
て
も
増
額

を
し
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
総
務
費
は
震
災

復
興
交
付
金
事
業
基
金
積
立

金
を
増
額
、
民
生
費
は
市
外

認
可
保
育
所
運
営
費
負
担
金

を
増
額
、
衛
生
費
で
は
各
種

検
診
業
務
委
託
料
を
増
額
、

農
林
水
産
業
費
で
は
東
名
漁

港
ほ
か
５
漁
港
に
防
犯
灯
設

置
に
よ
る
漁
業
集
落
防
災
機

能
強
化
工
事
費
を
増
額
、
商

工
費
で
は
商
工
観
光
振
興
費

の
交
付
金
を
活
用
し
外
国
人

誘
客
の
た
め
の
周
遊
バ
ス
の

実
証
運
行
調
査
に
係
る
仙
台

空
港
２
次
交
通
運
行
調
査
業

務
委
託
料
を
計
上
、
土
木
費

で
は
山
岸
下
塚
線
・
池
塚
山

岸
線
の
工
事
費
を
増
額
、
教

育
費
で
は
大
曲
・
赤
井
南
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
天
井
耐

震
化
に
係
る
改
修
費
を
計
上
。

　

規
定
の
予
算
総
額
か
ら
１

０
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
59
億
１
２
４
０

万
８
千
円
に
編
成
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
38

万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
３
億
５
１
９
８
万
８

千
円
に
編
成
。

　　

既
定
の
予
算
総
額
に
９
３

５
万
２
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
30
億
９
５
８
２
万

国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

介
護
保
険
特
別
会
計

６
千
円
に
編
成
。

　

既
定
の
予
算
総
額
に
97
万

万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
億
５
９
７
５
万
９

千
円
に
編
成
。

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら

１
億
４
２
６
３
万
７
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
91
億

２
５
３
２
万
２
千
円
に
編
成
。

　

債
務
負
担
行
為
の
追
加
補

正
を
行
う
と
と
も
に
そ
れ
に

伴
い
歳
入
歳
出
予
算
の
調
整

を
行
う
も
の
で
、
既
定
の
予

算
総
額
か
ら
15
億
３
０
０
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

47
億
８
１
２
万
５
千
円
に
編

成
。 農

業
集
落
排
水
事
業

特

別

会

計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

北
上
運
河
及
び
港
湾
復
旧

事
業
と
の
事
業
調
整
に
伴
う

も
の
で
既
定
の
予
算
総
額
か

ら
３
億
９
５
０
０
万
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
23
億
７

７
７
１
万
５
千
円
に
編
成
。

大
曲
浜
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

▲山岸下塚線等位置図

？
債
務
負
担
行
為=

１

つ
の
事
業
が
単
年
度

で
終
了
し
な
い
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務
を

約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で
決

め
る
。
全
体
の
期
間
と
負
担

額
（
限
度
額
）
を
確
定
さ

せ
、
将
来
の
年
度
の
負
担
を

約
束
す
る
。
歳
出
予
算
に
含

ま
れ
ず
、
支
出
時
は
改
め
て

予
算
計
上
が
必
要
。
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平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
長

よ
り
議
案
が
提
出
さ
れ
、「
東
松
島
市
矢
本
東

市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
」
ほ
か
６
件
を
総
務
常
任
委
員
会
付
託
に

よ
り
審
査
。「
東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
お
よ

び
「
東
松
島
市
社
会
体
育
施
設
（
東
松
島
市
民

体
育
館
ほ
か
８
施
設
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」
ほ
か
１
件
を
民
生
教
育
常
任
委
員

会
付
託
に
よ
り
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
審
査

市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
が
、
決
定

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

東
松
島
市
社
会
体

育
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

現
在
、
各
々
協
議
会
指
定

管
理
者
が
地
域
自
治
組
織
の

創
意
工
夫
の
も
と
、
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
や
生
涯
学
習

事
業
に
加
え
、
復
興
に
関
す

る
事
業
な
ど
に
も
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
宮
戸
地
域
を
除
く

７
つ
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
を
、
平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31

日
ま
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
各

自
治
協
議
会
に
公
募
に
よ
ら

な
い
候
補
者
の
選
定
を
行
い

決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
は
、
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
議
長
報
告

さ
れ
、
本
会
議
で
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

▲東松島市総合体育館

▲昨年、開所した矢本東市民センター

　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
東
松
島
市
芸
術
文
化
振

興
会
」
が
引
き
続
き
指
定
管

理
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
は
文
化
協
会
を

始
め
と
す
る
市
内
教
育
団
体

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
平
成
25
年
か
ら
管
理
運

営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
豊
富
な

経
験
に
よ
り
、
自
主
行
事
の

増
加
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
柔
軟
で
効
率
的
な

施
設
運
営
が
図
ら
れ
、
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

指
定
期
間
は
平
成
32
年
度

ま
で
で
、
議
会
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
体
育
施
設
（
市
民
体

育
館
・
赤
井
地
区
体
育
館
・

武
道
館
・
相
撲
場
・
テ
ニ
ス

場
・
鷹
来
の
森
運
動
公
園
）

を
市
体
育
協
会
に
、
大
塩
地

区
体
育
館
を
大
塩
自
治
協
議

会
に
引
き
続
き
管
理
運
営
を

行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　

震
災
後
の
既
存
施
設
の
改

修
や
新
設
に
よ
り
、
年
々
利

用
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
市
全
体
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

議
案
は
民
生
教
育
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、
議
会
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
期
間
は
平
成
32
年
度
ま

で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

▲東松島市コミュニティセンター

　定例会は、年 4 回（2 月・6 月・9 月・12 月）開催されます。市民の皆さんに深く関わりのあ
る議案が審議されます。 また、市議会では、インターネットによる中継を行っています。議場で
行われる本会議を生中継や録画映像で視聴できます。（QR コードを表紙に掲載しています）
　※録画映像は、生中継終了後 5 日程度（土・日・祝日その他閉庁日を除く）でご覧になれます。

2月定例会日程（予定）のお知らせ
2月 9日（木）　本会議
2月13日（月）　本会議（一般質問）
2月14日（火）　本会議（一般質問）
2月15日（水）　本会議（一般質問、会派代表質問）
2月17日（金）　本会議（総括質疑）
3月 3日（金）　本会議

○●議会を傍聴してみませんか●○

4平成29年2月1日発行



第
6
回
臨
時
会

　

10
月
26
日
に
臨
時
会
を

開
会
し
、
全
議
案
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
東
松
島
市
支
所
及
び
出

張
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
東
松
島
市
交
付
所
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
復
興
交
付

金
事
業
台
前
・
亀
岡
線

改
良
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
28
年
度
大

曲
地
区
体
育
館
災
害
復

旧
工
事
（
建
築
工
事
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
野

蒜
小
学
校
災
害
復
旧
工

事
（
建
築
工
事
）
請
負

変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
野

蒜
小
学
校
災
害
復
旧
工

事
（
電
気
設
備
工
事
）

請
負
変
更
契
約
（
第
2

回
変
更
契
約
）
の
締
結

に
つ
い
て

○
柳
の
目
西
地
区
買
取
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業

に
関
す
る
協
定
の
締
結

に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
東
松
島
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
に
つ
い
て

臨
　
時
　
会

賛
否
が分か

れ
た
議
案

○
（
債
）
平
成
27
年
度
赤
井

排
水
区
外
（
雨
水
排
水
）

下
水
道
管
渠
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
（
立
沼
・
浜

市
線
整
備
事
業　

牛
網
・

浜
市
工
区
）
用
地
第
4
回

取
得
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
（
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
一
式
）

に
つ
い
て

○
東
松
島
市
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
東
松
島
市
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
東
松
島
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
東
松
島
市
国
民
健
康
保
険

その他

した可決
議案

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
生
活
共
同
利
用

施
設
、
集
会
施
設
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
東
松
島
市
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
東
松
島
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
28
年
度
東
名

漁
港
海
岸
施
設
外
災
害
復

旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
復
興
交
付
金

事
業
東
名
・
新
東
名
線
橋

梁
下
部
工
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
室
浜

漁
港
（
23
年
災
第
８
５
８

　

４
号
）
潜
ヶ
浦
堤
防
災
害

復
旧
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
（
債
）
平
成
27
年
度
宮
戸

地
区
復
興
再
生
多
目
的
施

設
新
築
工
事
請
負
変
更
契

約
（
第
2
回
変
更
契
約
）

の
締
結
に
つ
い
て

　
『
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ

等
）
駆
除
対
策
に
対
す
る
補

助
の
増
額
及
び
広
域
連
携
の

制
度
化
を
求
め
る
意
見
書
』

が
産
業
建
設
常
任
委
員
長
よ

り
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
は
ス
ズ

メ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
に
よ

る
被
害
で
す
が
宮
城
県
内
で

は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
は
深
刻
な
も
の
が
あ

り
、
個
体
数
の
削
減
等
に
よ

る
生
息
域
の
拡
大
防
止
の
た

め
に
鳥
獣
被
害
防
止
支
援
事

業
交
付
金
の
増
額
と
自
治
体

間
等
の
連
携
制
度
の
創
設
と

予
算
措
置
を
県
に
要
望
す
る

も
の
で
す
。

〈
提
出
先
〉
宮
城
県
知
事

第 4 回
定例会

　

平
成
28
年
第
4
回
定
例
会

お
よ
び
第
6
回
臨
時
会
に
お

い
て
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議

や
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

し
、
全
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
た
め
、
賛
否
の
別

れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ

シ
等
）駆
除
対
策

の
意
見
書
を
提
出

▲野蒜小災害復旧工事により建設された宮野森小体育館

▲本市でも対策が必要な農作物被害

▲赤井排水区　南区排水機場
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一般質問

15 人の議員が発言
質問内容

1、雇用の向上について
2、金融教育について

熊谷　昌崇 議員

Q
A 雇
用
の
向
上
に
つ
い
て

人
材
育
成
事
業
を
推
進
し
て
い
く

　
　
　
　

先
日
、
企
業
誘
致

の
先
進
地
で
あ
る
長

野
県
岡
谷
市
へ
議
員
視
察
に

行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
私
が

感
じ
た
の
は
、
全
国
の
自
治

体
が
競
っ
て
補
助
金
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
使
い
環
境
を

整
え
誘
致
し
て
も
、
人
口
減

少
社
会
の
今
、
投
資
し
た
額

等
到
底
回
収
で
き
る
は
ず
も

な
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、

市
民
が
有
用
な
資
格
を
得
ら

Q

れ
、
企
業
が
積
極
的
に
採
用

し
た
く
な
る
よ
う
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
各
種
補

助
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
？

　
　
　

市
長　

企
業
が
立
地

を
決
定
す
る
際
に
重

要
視
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
用
地

の
価
格
、
面
積
、
取
引
先
の

有
無
等
が
上
位
と
な
っ
て
い

る
が
、
近
年
で
は
、
将
来
の

A

人
口
減
少
を
見
据
え
た
中
で

人
材
の
確
保
を
重
要
視
し
て

い
る
企
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
の
重
点
経

営
方
針
の
ひ
と
つ
を
人
材
の

育
成
と
し
て
い
る
企
業
も
多

く
、
同
時
に
現
在
の
課
題
と

も
な
っ
て
い
る
た
め
、
人
材

育
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
お
り
、
企
業
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
育
成

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

▲スキルアップ

15 議員が市政をただす
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知りたいこと
　 のぞむこと

①雇用の向上について
 熊谷　昌崇　P 6
②市政執行の動向について
 五ノ井惣一郎　P 7
③牛網地区側からの通学路も設置せよ
 古川　泰広　P 7
④所庭・園庭の芝生化を
 小野　惠章　P 8
⑤復興に向けての問題を問う

小野　幸男　P 8
⑥学校現場を問う
 阿部　としゑ　P 9
⑦総合型地域スポーツクラブ設立へ
 大橋　博之　P 9
⑧ＪＲ東矢本駅の整備について
 熱海　重徳　P10
⑨子ども医療費のさらなる拡充を
 長谷川　博　P10
⑩がん検診の受診率を高めよ
 佐藤　筐子　P11
⑪近年のゲリラ豪雨に万全を！
 　多田　龍吉　P11
⑫ 2020 五輪に対する対応は
 五野井　敏夫　P12
⑬復興状況の周知機会の拡充を
 木村　清一　P12
⑭学力向上について
 菅原　節郎　P13
⑮災害対策本部に議会を入れるべき
 佐藤　富夫　P13



1、鳴瀬桜華小学校移転と避難道
路について

1、市政執行の動向について
2、東松島市民満足度調査による

今後の対応は
3、行政区長制度見直しによる地

区自治会移行の進捗は

古川　泰広 議員

五ノ井惣一郎 議員

Q

Q

A

A

牛
網
地
区
側
か
ら
の
通
学
路
も
設
置
せ
よ 市

政
執
行
の
動
向
に
つ
い
て

避
難
場
所
の
整
備
計
画
も
含
め
検
討
す
る

市
政
は
市
民
の
理
解
を
得
て
執
行

　
　
　
　

鳴
瀬
桜
華
小
学
校

移
転
と
避
難
道
路
に

つ
い
て
以
下
伺
う
。

　

①
平
成
32
年
度
供
用
開
始

に
向
け
た
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
考
え
は
変
更
さ
れ
て
い

な
い
か
②
宅
盤
高
９
・５
ｍ
、

学
校
敷
地
面
積
１
万
６
７
０

０
㎡
の
イ
メ
ー
ジ
図
案
が
示

さ
れ
て
い
る
が
基
本
計
画
策

定
の
現
状
は
③
桜
華
小
学
校

生
徒
の
60
％
は
牛
網
・
浜
市

Q

　
　
　
　

議
会
は
予
算
総
額

７
７
８
億
円
を
細
部

に
わ
た
り
審
査
、
審
議
を
し

て
可
決
し
た
。

　

28
年
度
も
後
半
に
入
り
、

新
年
度
の
予
算
編
成
に
入
っ

て
い
る
が
、
所
信
表
明
に
お

け
る
動
向
と
、
次
期
立
候
補

を
し
な
い
と
表
明
し
て
い
る

が
、
27
年
策
定
さ
れ
た
東
松

島
市
第
２
次
計
画
を
ど
の
よ

う
に
継
承
さ
れ
る
か
。

Q

地
区
か
ら
の
生
徒
で
あ
り
避

難
道
路
を
兼
ね
た
通
学
路
を

牛
網
地
区
側
に
も
設
置
せ
よ

④
学
校
敷
地
面
積
を
拡
大
せ

よ
⑤
盛
土
宅
盤
部
を
野
球
場

等
多
目
的
広
場
に
せ
よ
⑥
接

続
道
路
の
幅
員
構
成
は
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長

①
平
成
29
年
度
内

に
造
成
工
事
着
手
、
32
年
度

内
に
完
成
を
目
途
に
進
め
る

も
の
で
変
更
は
な
い
②
こ
れ

A

　
　
　

市
長　

市
政
執
行
に

つ
い
て
は
、
基
本
的

に
は
毎
年
度
「
所
信
表
明
」

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

市
長
職
と
し
て
の
私
の
方
針

を
伝
え
、
広
く
情
報
の
共
有

お
よ
び
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

　

市
政
の
継
承
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
行
政
は
「
計

画
行
政
」
が
ひ
と
つ
の
原
則

で
あ
り
、
議
決
さ
れ
た
東
松

A

ま
で
示
し
て
き
た
宅
盤
高
・

規
模
を
基
本
に
計
画
策
定
・

設
計
を
行
う
。
造
成
案
は
年

度
内
に
示
し
た
い
③
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
財
源
確

保
等
の
問
題
も
多
い
今
後
の

避
難
場
所
の
整
備
計
画
も
含

め
検
討
④
学
校
敷
地
面
積
の

拡
大
は
困
難
⑤
現
時
点
で
の

用
途
は
検
討
し
て
い
な
い
⑥

歩
道
２
・
５
ｍ
、
車
道
２
・

７
５
ｍ
の
２
車
線
。

島
市
第
二
次
総
合
計
画
を
最

上
位
と
す
る
各
種
計
画
に
基

づ
き
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
長
期
的

な
視
野
に
立
ち
、
効
率
性
や

継
続
性
を
重
要
と
す
る
見
方

は
小
さ
く
な
い
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

▲新鳴瀬桜華小学校の建設予定地

▲第二次総合計画「分野４ 伸」利用開始された宮野森小学校
　（野蒜ケ丘地区）

一 般 質 問
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1、復興に向けての問題を問う

1、公共施設の改修、修繕につい
て

2、所庭・園庭の芝生化について
3、空き家バンク事業について

小野　幸男 議員

小野　惠章 議員

Q

Q

A

A

復
興
に
向
け
て
の
問
題
を
問
う

所
庭
・
園
庭
の
芝
生
化
を

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る

取
り
組
む

　
　
　
　

①
野
蒜
ケ
丘
地
内

へ
の
市
民
農
園
の
設

置
の
考
え
を
伺
う
②
市
道
野

蒜
ケ
丘
１
号
線
の
交
通
安
全

対
策
は
③
被
災
沿
岸
部
、
野

蒜
・
浜
市
・
宮
戸
地
区
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
④
野

蒜
海
岸
の
防
潮
堤
併
設
の
県

道
の
安
全
確
保
と
対
策
の
調

整
は
⑤
大
高
森
の
薬
師
堂
の

修
繕
は
文
化
財
的
要
素
も
あ

り
県
と
市
の
調
整
は
⑥
土
地

Q

　
　
　
　

①
公
共
施
設
の
改

善
、
修
繕
に
つ
い
て

②
所
庭
、
園
庭
の
芝
生
化
に

つ
い
て
③
空
き
屋
バ
ン
ク
事

業
に
つ
い
て
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

に
よ
り
修
繕
改
修
を
進
め
、

緊
急
性
が
高
い
個
所
は
、
優

先
順
位
を
上
げ
る
。
本
庁
舎

２
階
の
喫
煙
室
は
、
分
煙
コ

ン
サ
ル
の
結
果
を
踏
ま
え
、

QA

改
良
区
の
抱
え
る
川
下
地
区

内
の
用
水
確
保
の
ト
ン
ネ
ル

整
備
の
支
援
は
⑦
復
興
に
向

け
て
の
人
材
育
成
に
ど
う
取

り
組
み
、
力
強
く
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
い
が

今
後
の
展
望
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
市
直
営
は

課
題
が
多
く
、
民
間

で
の
開
設
を
支
援
す
る
②
４

個
所
の
信
号
機
設
置
と
交
通

安
全
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

A

換
気
扇
の
改
修
や
廊
下
側

に
、
通
気
口
を
設
け
る
等
を

検
討
し
、
十
分
な
対
策
を
図

る
。
上
町
地
区
学
習
等
供
用

施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

計
画
に
つ
い
て
は
、
復
旧
復

興
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
据

え
、総
合
計
画
（
実
施
事
業
）

位
置
付
け
へ
の
、
引
き
続
き

調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

②
緑
化
推
進
の
観
点
か
ら
、

保
育
所
芝
生
化
を
、
芝
生
の

題
に
取
り
組
む
③
一
体
利
用

が
で
き
な
い
個
所
も
あ
り
、

産
業
系
の
用
途
変
更
し
、
有

効
的
な
活
用
を
図
る
④
駐
車

場
等
の
施
設
配
置
も
検
討
し

安
全
面
も
考
慮
し
計
画
す
る

⑤
県
の
責
任
に
お
き
、
早
期

修
繕
に
向
け
調
整
す
る
⑥
再

整
備
の
実
現
に
向
け
協
力
す

る
⑦
他
都
市
と
差
別
化
を
図

り
、
定
住
促
進
を
図
る
。

種
類
等
を
勘
案
し
取
り
組

む
。

③
生
活
利
便
性
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を

強
調
し
事
業
展
開
を
行
い
、

不
動
産
や
建
築
業
等
の
各
種

関
連
団
体
と
も
連
携
し
て
い

く
方
向
で
推
進
す
る
。

　
　
　

教
育
長　

②
大
曲
小

で
の
試
験
効
果
を
確

認
し
、
幼
稚
園
の
園
庭
は
、

部
分
的
芝
生
化
を
検
討
す
る
。

A

▲安全対策が待たれる市道野蒜ケ丘１号線

▲矢本西保育園こども広場の先進事例

15 議員が市政をただす
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1、総合型地域スポーツクラブ
の設立手法は

2、アクティブシニア応援ポイ
ント事業を検討せよ

1、学校現場を問う
2、女性の防災力向上を問う

大橋　博之 議員

阿部としゑ 議員

Q

Q

A

A

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
へ 学

校
現
場
を
問
う

設
立
を
目
指
し
取
り
組
む

危
機
感
を
持
ち
情
報
収
集
し
、
対
策
す
る

　
　
　
　

健
康
寿
命
の
延
伸

の
た
め
に
は
各
年
代

対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に

加
え
市
民
が
手
軽
に
参
加
可

能
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
の
充
実

が
図
れ
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
が
有

効
で
あ
る
。
今
後
ス
ポ
ー
ツ

活
動
だ
け
で
な
く
健
康
推
進

や
保
健
福
祉
分
野
と
連
携
し

な
が
ら
設
立
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
る
が
現
状
で
は
具
体

Q

　
　
　
　

い
じ
め
を
広
く
捉

え
る
よ
う
国
が
学
校

に
促
し
た
結
果
、
過
去
最
多

の
22
万
件
に
な
っ
た
。
全
国

各
地
で
、
学
校
や
教
育
委
員

会
が
被
害
を
把
握
し
な
が
ら

も
、
い
じ
め
と
の
向
き
合
い

方
に
深
刻
な
温
度
差
が
あ
る
。

本
市
の
い
じ
め
の
現
状
は
。

　
「
交
流
と
学
び
」
研
修
会

で
、
豊
か
な
学
び
合
い
で
優

し
さ
が
自
然
と
子
ど
も
た
ち

Q

的
な
設
立
方
針
や
取
り
組
み

手
法
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
所
信
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

設
立
に
つ
い

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
松
島
体
育
協
会
と
の
連
携

に
よ
り
当
市
に
合
っ
た
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
目
指
し
、
初
め

は
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
設
立
の

手
法
と
し
て
は
始
め
に
地
域

A

の
心
に
作
ら
れ
る
こ
と
を
学

ん
だ
が
、
今
後
保
護
者
や
先

生
方
へ
の
開
催
の
計
画
は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

導
入
に
は
学
校
、
地
域
の
不

安
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

市
長　

本
市
の
い
じ

め
の
現
状
は
、
小
学

１
０
３
件
、
中
学
22
件
で
あ

り
現
在
３
件
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
常
に
危
機
感
を
持
っ

A

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
な
ど
に
よ
る
準
備

委
員
会
を
本
年
度
中
に
設
置

し
活
動
拠
点
施
設
と
な
る
市

民
体
育
館
・
鷹
来
の
森
運
動

公
園
な
ど
の
施
設
を
中
心
に

子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
形
で
の

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
体
育
協
会

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
団
体
等
を
中
心
と
し

て
検
討
す
る
。

て
情
報
収
集
と
対
策
に
当
た

る
。

　

公
開
授
業
研
修
会
も
計
画

さ
れ
て
お
り
、学
校
の
教
員
・

家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
学
力

向
上
す
る
場
と
し
て
研
修
会

の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　

地
域
と
学
校
が
協
力
し
な

が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　　　　▲新しいスポーツの楽しみ方

▲過去最多となったいじめの認知件数（文部科学省　資料）
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1、ＪＲ東矢本駅の整備について

熱海　重徳 議員

Q
A Ｊ
Ｒ
東
矢
本
駅
の
整
備
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
、
解
決
方
策
を
見
出
す

　
　
　
　

以
前
も
伺
っ
た
停

車
駅
の
改
正
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
進
展
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
駅
を
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に
北
側
出

入
口
や
駅
を
境
と
し
た
南
北

の
車
道
整
備
、
踏
切
の
安
全

対
策
な
ど
が
今
後
必
要
と
思

わ
れ
る
が
市
長
の
考
え
は
。

　
　
　

市
長　

仙
石
線
沿
線

自
治
体
で
構
成
す

る
同
盟
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東

QA

日
本
仙
台
支
店
へ
要
望
活
動

し
た
と
こ
ろ
、
停
車
駅
に
つ

い
て
は
既
に
課
題
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
毎
年
行
わ
れ

る
ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
際
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答

を
頂
い
た
。
今
後
も
粘
り
強

く
見
直
し
を
求
め
て
い
き
た

い
。

　

駅
北
側
出
入
口
や
南
北
車

道
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
の

復
興
交
付
金
の
活
用
は
出
来

ず
、
財
源
の
確
保
が
課
題
で

あ
っ
た
。
ま
た
駅
東
側
に
存

在
す
る
農
業
用
水
路
が
Ｊ
Ｒ

線
を
横
断
し
て
お
り
、
費
用

面
は
も
ち
ろ
ん
技
術
的
に
も

困
難
が
予
測
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ

側
と
の
協
議
も
あ
り
課
題
は

重
複
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
慎
重
に
検
討
し
、
解
決

方
策
を
見
出
し
た
い
。

▲東矢本駅北側のロータリー

1、さらなる子ども医療費の拡
充を

2、子どもの貧困について

長谷川　博 議員

Q
A 子
ど
も
医
療
費
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

４
月
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡
大
す
る

　
　
　
　

９
月
議
会
で
国
の

子
ど
も
医
療
費
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
に
よ
る
歳

入
の
増
、
お
よ
び
29
年
度
か

ら
県
の
補
助
対
象
拡
大
分
を

子
ど
も
医
療
費
拡
大
に
充
当

す
る
よ
う
求
め
た
。
県
の
助

成
拡
大
決
定
も
あ
っ
て
10
月

か
ら
８
自
治
体
で
拡
充
を
決

定
。
結
果
、
35
自
治
体
中
、

１
市
13
町
１
村
で
18
歳
ま
で

無
料
化
に
取
り
組
む
現
状
と

Q

な
る
。４
月
か
ら
の
実
施
で
、

東
松
島
市
民
に
と
っ
て
大
変

誇
ら
し
い
施
策
と
な
る
も
の

だ
。

　
　
　

市
長　

今
年
9
月
議

会
の
答
弁
を
踏
ま

え
、
検
討
し
た
結
果
29
年
4

月
１
日
か
ら
18
歳
ま
で
拡
大

す
る
。
財
源
は
県
の
補
助
金

拡
大
分
を
充
当
す
る
。
提
言

の
子
ど
も
医
療
費
は
議
員
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
お

A

り
、
同
じ
思
い
で
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支

援
と
子
ど
も
の
適
正
な
医
療

機
会
の
確
保
に
よ
り
保
健
増

進
を
図
る
。
子
育
て
世
帯
の

笑
顔
が
増
え
て
、
子
育
て
に

元
気
が
出
れ
ば
う
れ
し
い
こ

と
。

▲４月から 18 歳まで医療費無料化
　安心子育て、対象は 1200 人増えます。

15 議員が市政をただす
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1、がん検診の受診率を高めよ
2、復興団地の整備は環境整備

も重要視せよ
3、給食に原発事故対策のメ

ニューを

佐藤　筐子 議員

Q
A が
ん
検
診
の
受
診
率
を
高
め
よ

受
診
率
向
上
の
施
策
を
展
開
す
る

　
　
　
　

前
回
の
九
月
定
例

会
に
お
い
て
検
診
の

結
果
が
参
考
資
料
と
し
て
渡

さ
れ
、
各
種
が
ん
検
診
の
再

検
者
受
診
率
が
低
い
結
果
が

わ
か
っ
た
。
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
よ
り
完
治
で
き
る

が
ん
も
あ
る
。
受
診
率
を
上

げ
る
工
夫
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

市
長　

資
料
で
配
布

し
た
各
種
受
診
率

に
つ
い
て
は
、
市
の
集
団
検

QA

診
を
受
診
し
た
市
民
の
み
の

受
診
率
で
あ
る
。
職
場
等
で

の
検
診
に
お
い
て
受
診
し
た

場
合
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
10
％
台
の
低
い
受
診
率
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
各
種
検
診
申

し
込
み
の
際
に
市
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考

に
受
診
率
を
推
計
す
る
と
平

均
で
約
43
％
と
な
り
、
厚
生

労
働
省
で
目
標
と
し
て
い
る

50
％
に
近
い
受
診
率
と
な
っ

て
い
る
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
に
向
け

て
市
報
に
記
事
を
掲
載
し
、

受
診
機
会
の
拡
大
と
し
て
土

曜
日
と
夜
間
の
受
診
日
を
継

続
し
な
が
ら
平
成
29
年
度
か

ら
試
行
的
に
託
児
サ
ー
ビ
ス

検
診
日
を
実
施
。
未
受
験
者

に
対
し
て
は
、
検
討
中
で
あ

る
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
ポ

イ
ン
ト
付
与
も
検
討
す
る
。

▲ 1 回で全身を調べられる病院で早期発見

1、豪雨時の排水対策について
2、一部の災害公営住宅の防風対

策について

多田　龍吉 議員

Q
A 近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
万
全
を
!

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
周
知

　
　
　
　

①
近
年
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
は
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
降
雨
で

甚
大
な
被
害
に
な
る
こ
と
か

ら
、
予
想
冠
水
区
域
な
ど
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
必
要
。

②
長
堀
排
水
路
の
土
砂
除
去

で
排
水
障
害
の
解
消
を
。

③
蓋
が
け
排
水
路
の
点
検
の

有
無
と
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

①
近
年
の
異

常
気
象
に
よ
る
ゲ

QA

リ
ラ
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
の
対
応
と
し
て
、
予
想

冠
水
区
域
及
び
冠
水
高
な
ど

を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

結
果
を
基
に
、
被
害
予
測
及

び
避
難
経
路
等
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全

戸
配
布
等
で
周
知
を
図
る
。

②
震
災
後
、
が
れ
き
の
撤
去

と
併
せ
一
部
区
間
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

し

た
が
、
水
路
を
越
水
す
る
状

況
で
な
い
の
で
、
土
砂
の
堆

積
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
適

切
な
維
持
管
理
を
し
た
い
。

③
矢
本
地
区
に
は
国
道
や
市

道
に
蓋
が
け
し
道
路
敷
き
と

し
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
る

が
、
土
砂
の
堆
積
状
況
は
確

認
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い

て
、
粗
大
ご
み
等
は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
も
継

続
的
な
点
検
を
実
施
す
る
。

▲土砂等が堆積している長堀排水路

一 般 質 問
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1、市民協働によるまちづくりに
ついて

2、２０２０年のオリンピックに
対する対応は

五野井敏夫 議員

Q

Q

A ２
０
２
０
五
輪
に
対
す
る
対
応
は

復
興
状
況
の
周
知
機
会
の
拡
充
を

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
要
望
す
る

　
　
　
　

２
０
２
０
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
へ
本
市
も
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
種
目
女
子
の

開
催
会
場
ま
た
は
、
公
式
練

習
会
場
と
し
て
積
極
的
に
誘

致
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
大
会
は
、
震
災
復
興
五

輪
と
銘
打
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
東
日
本

大
震
災
で
日
本
各
地
、
世
界

各
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支

Q

援
を
頂
い
た
。
そ
れ
に
対
し

復
旧
復
興
の
ア
ピ
ー
ル
を

し
、
復
興
五
輪
の
一
翼
を
担

い
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
明

す
べ
き
と
思
う
が
市
長
、
教

育
長
は
い
か
に
。

　
　
　

市
長　

教
育
長
か
ら

は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ

要
望
書
を
既
に
提
出
し
て
い

る
。

　

今
後
も
大
会
組
織
委
員
会

A

へ
公
式
な
応
募
も
検
討
し
、

正
式
に
要
望
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

東
松
島
市
が
、
世
界
に
つ

な
が
る
チ
ャ
ン
ス
の
一
つ
で

も
あ
り
、
海
外
視
察
団
向
け

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
興
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ど
の
地
道
な

活
動
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
推

進
し
つ
つ
行
動
し
て
い
く
。

▲公式キャンプ地に最適地

1、東日本大震災復旧・復興状況
の周知機会の拡充について

2、公共公益施設のトイレ整備・
改修計画はいかに

木村　清一 議員

A
市
民
ツ
ア
ー
の
開
催
に
向
け
取
り
組
む

　
　
　
　

復
旧
復
興
事
業
は　
　
　
　
　
　
　

大
幅
な
進
捗
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
報

等
で
市
民
に
広
報
さ
れ
て
い

る
が
、
実
感
が
伴
わ
な
い
。

総
合
的
か
つ
実
感
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
直
接
見
て
触
れ

る
こ
と
が
重
要
。
市
民
ツ
ア

ー
等
を
企
画
実
行
し
て
は
？

　
　
　

市
長　

こ
れ
か
ら
は

産
業
の
復
興
や
心

の
復
興
を
目
指
す
転
換
点
と

QA

な
る
時
期
で
も
あ
り
、復
旧
・

復
興
市
民
ツ
ア
ー
等
の
開
催

に
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
　

教
育
長　

学
校
施
設

が
ツ
ア
ー
に
含
ま

れ
た
場
合
は
、
運
営
に
支
障

が
無
い
よ
う
協
力
す
る
。

　
　
　
　

公
共
公
益
施
設
の

ト
イ
レ
の
整
備
改
修

計
画
に
つ
い
て
、
家
庭
で
の

普
及
や
高
齢
化
の
進
行
を
見

据
え
着
実
に
進
め
る
べ
き
。

AQ

　
　
　

市
長　

水
洗
化
、
洋

式
化
、
暖
房
便
座
、

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
等
の
配
慮

は
ご
心
配
ご
指
摘
の
通
り
。

全
体
を
考
え
れ
ば
計
画
的
に

ま
た
、
議
員
指
摘
の
予
算
を

工
夫
す
れ
ば
で
き
る
も
の
が

あ
る
。
予
算
等
上
手
に
整
理

し
な
が
ら
提
言
を
生
か
し
、

教
育
委
員
会
を
含
め
て
一
層

し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

A

▲より快適なトイレを！

15 議員が市政をただす
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1、学力向上について

菅原　節郎 議員

Q
A 学
力
向
上
に
つ
い
て

指
導
・
支
援
を
継
続
す
る

　
　
　
　

毎
年
恒
例
と
な
っ

た
感
の
あ
る
質
問
で

あ
る
が
、
去
る
４
月
に
実
施

さ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）

の
結
果
と
そ
の
分
析
、
課
題

と
今
後
の
改
善
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長　

国
語
・
算

数
の
調
査
に
お
い

て
、
小
学
校
で
は
、
い
ず
れ

も
全
国
や
県
に
比
べ
４
～
６

QA

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
数
学
が
３

～
４
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
国
語
Ａ
で
は
国

や
県
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
結
果

と
な
り
、
そ
の
差
は
確
実
に

縮
ま
っ
て
い
る
。

　

生
活
面
で
は
基
本
的
生
活

習
慣
に
関
し
て
極
端
に
低
い

も
の
は
見
ら
れ
ず
、
学
習
時

間
の
確
保
に
改
善
が
見
ら
れ

た
反
面
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

に
費
や
す
時
間
が
多
い
な

ど
、課
題
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

授
業
の
充
実
や
家
庭
と
の

連
携
に
基
づ
い
た
学
習
習
慣

や
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
結
果
に
基
づ
き
各
学

校
で
分
析
し
立
案
し
た
改
善

点
を
検
証
し
な
が
ら
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
指
導
・
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

▲国、県との差は確実に縮まっているかも

1、震災、災害時の議会の位置付
けについて

2、食育教育の中に食の循環を取
り入れよ

佐藤　富夫 議員

Q
A 災
害
対
策
本
部
に
議
会
を
入
れ
る
べ
き

制
度
上
、
非
常
に
困
難

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
時

議
長
職
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
災
対
本
部
に
位
置

付
け
は
無
か
っ
た
が
責
任

上
、
勝
手
連
的
に
震
災
対
策

に
携
わ
っ
た
。
結
果
的
に
水

道
・
電
気
等
の
早
期
回
復
や

被
災
情
報
に
寄
与
し
た
こ
と

は
間
違
い
の
な
い
事
実
。
し

か
し
、
い
ま
だ
に
災
対
本
部

の
議
会
・
議
長
の
位
置
付
け

は
無
い
。つ
ま
り
震
災
時
は
、

Q

議
会
・
議
長
の
善
意
行
動
に

頼
る
の
み
と
言
う
こ
と
に
な

る
。
制
度
上
、
困
難
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
災
害
対

策
基
本
法
第
一
条
に
は
要
約

す
る
と
、
国
・
地
方
公
共
団

体
・
そ
の
他
の
公
共
団
体
と

連
携
す
る
と
あ
る
。
議
会
は

公
共
団
体
で
は
無
い
の
か
。

「
23
条
第
７
項
に
は
、
前
６

項
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
」
と

あ
る
。
従
っ
て
市
長
が
条
例

を
定
め
れ
ば
、
災
対
本
部
の

中
に
議
会
・
議
長
の
位
置
付

け
は
可
能
で
あ
る
。
法
律
を

外
れ
る
要
求
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
柔
軟
に
考
え
る
べ

き
で
あ
り
、
即
答
で
き
な
け

れ
ば
、
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

市
長　

今
の
所
、
お

互
い
の
法
の
解
釈

も
あ
り
、
即
答
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

A

▲災害対策本部に議長も同席すべき

一 般 質 問
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議会懇談会を実施しました
　平成 28 年 11 月 26 日 ( 土 ) 通算 7 回目となる議会懇談会を市内 3 会場 ( 矢本西・赤井・小野各市民セ
ンター ) において行いました。
　はじめに各常任委員会および特別委員会の活動報告を行い、その後、懇談会に入りました。
　3 会場合わせて 73 人の皆さんが参加くださいました。
　各会場とも各常任委員会の活動を紹介することに重点を置き、かつ地元の議員を主に配置しすること
により、議会として責任ある回答ができるよう設定しました。
　議会は二元代表制の中での活動となりますが、各会場では市政に関すること、議会に関すること数多
くの意見や要望が出されました。
　要望や意見の内容によっては執行権がないことから、歯切れの悪い回答となりましたが、内容によっ
ては各会場で回答しましたように、議会各常任委員会で対処すべきもの、執行部に対し市政の課題とし
て伝えるもの、各議員が議員活動や政治活動の中で対処すべきものがありますが議会に対する要望・意
見については、議会としての早い対応に心がけていきたいと思います。
　各市民センターでの意見・要望等の概要については表のとおりですが意見等に対する各種措置につい
ては、市政に関することは、議長に報告し関係部課にお伝えいたしますし、議会に関する事項について
は、担当したグループが責任をもって処置いたします。
　なお、当日アンケートをいただきましたもののうち代表的な意見についてその概要を紹介いたします。
　内容については、十分精査し、今後の議会活動や議会懇談会の資といたします。

意 見 ・ 要 望 等

矢
本
西
地
区

市
政
関
連

１　西市民センターの建設時期と備品の整備について
２　生活困窮者対策に関するカルテの作成に関すること
３　市の広報紙の紙質を良質のものに
４　災害復旧の現状と完成時期について

議
会
関
連

１　政務活動費の現状について
２　議会活動について

赤

井

地

区

市
政
関
連

１　空家の数について
２　要支援者の実情について
３　防災無線放送の要領について
４　避難者行動要支援者に関し、関係課との連携不十分
５　空家バンク登録家屋の利活用について
６　赤井南小の指定避難場所認定の再考について
７　夏祭りを航空祭と共同実施について
８　赤井南区西センター屋根の雨漏り修理について

議
会
関
連

１　人口減少対策について議会はどう考えているか
２　陳情・請願の現状について
３　政務活動費について
４　市議会の傍聴者の状況について

14平成29年2月1日発行

▲赤井市民センター

▲矢本西市民センター



意 見 ・ 要 望 等

小

野

地

区

市
政
関
連

１　耐震診断の継続についての要望
２　牛網地区国道に横断歩道の設置
３　騒音見舞金の再開
４　宮野森小学校周辺道路の冬季安全対策
５　鳴瀬未来中通学路に歩道の設置を
６　ひびき工業団地に公共下水道の設置要望
７　旧野蒜小・未来中の跡地利用について
８　部活指導者の謝金予算ついて
９　鳴瀬桜華小の建設に伴う要望について
10　小野地区の避難所設置について
11　鳴瀬川左岸堤市道を通行する工事車両の安全走行要望
12　生活再建支援・要介護支援業務等の説明

議
会
関
連

１　懇談会内容の周知要領について
２　議員報酬について

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要(

意
見
・
要
望
含
む)

１　参加者が少ない、周知は全戸配布でお願いしたい。
２　身近に議員さんの顔が見れて楽しかった。
３　忌憚のない意見や活発な意見交換ができた。
４　市全体の関係ある事業・会派活動・議員活動を詳しく知りたい。
５　市議会議員さんで解決できない話題が出た、何かいい方法はないか。
６　女川原発３０キロ避難について。
７　テーマ設定をする場合は、地区に特化した内容、住民福祉の身近な内容がよい。
８　地区民、議会、行政が情報共有が図れるような方策を取ってほしい。
９　もっと議員の方々が提案し市政発展に努めてほしい。
10　参加された方々が地域の役員が多い。一般の方々の参加がほしい。議会に関心を持ってほしい。
11　報告会を年何回か開催してほしい。
12　地区選出議員との懇談会ができて良かった。
13　市報・議会だより・社協だより等市の広報物を一冊の広報ブックとしてまとめられないか。
14　地域に密着した問題をもう少し聞きたかった。要支援者については、市の方でより分けが必要。

報告内容について

懇談してみたいテーマ

議会懇談会に
期待していた内容

議会活動状況について

わかり
やすかった
62％

どちらとも
いえない
19％

わかりにくかった
6％

未回答　13％

議会で賛否の分かれた
議案について　12％

その他　3％

議会が調査している
市の事業について
20％

市の復興に関する
状況について　14％

市全体に関係する
事業について
27％

特定の地区等に関する
課題等について　14％

会派および議員の
活動について　10％

議会の活動
状況の報告
39％

議会の活動に対する
意見交換　24％

市の事業に
対する要望
28％

その他　2％
未回答　7％

未回答
32％

深く知ることが
できた　18％

議会懇談会前
より知ること
ができた
40％

議会懇談会前と
ほとんど変わらない
10％

参加者 73名中、68名の方にアンケートにご協力いただきました。
15 東松島市議会だより　No.43
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横
浜
市
「
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

横
浜
市
で
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
日
常
生
活
で
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
等
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
・
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
18
歳
以
上
を
対
象
に

歩
数
計
を
配
布
し
、
歩
数
に

よ
り
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
る

事
業
で
は
、
た
ま
っ
た
ス
タ

ン
プ
数
に
よ
っ
て
協
賛
企
業

の
景
品
に
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

小
田
原
市
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

　

小
田
原
市
で
は
60
歳
以
上

の
市
民
が
、
今
後
人
手
不
足

が
見
込
ま
れ
る
介
護
保
険
施

設
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
世
代
が
持
っ
て
い

る
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
生

活
支
援
に
生
か
す
こ
と
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
人
の
介
護

予
防
も
図
る
も
の
で
す
。
活

動
の
た
び
に
ス
タ
ン
プ
を
押

印
し
、
ス
タ
ン
プ
数
に
よ
っ

て
商
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

は
、
現
受
託
会
社
抜
き
に
は

難
し
い
も
の
と
の
、
所
感
を

持
ち
ま
し
た
。

　

新
庄
市
で
は
、
地
元
定
着

型
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に
向

け
、
産
学
官
が
連
携
し
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
小
中
高

大
学
生
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
切

り
口
を
持
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
の
地
元
企
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
流

出
人
口
を
減
ら
す
取
り
組
み

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
で
は
、

６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
新

庄
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
、
若
者

園
芸
実
践
塾
を
開
設
し
、
就

農
人
口
増
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
登
録
山
車
行
事

を
核
と
し
た
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会
は

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
課

題
に
次
の
と
お
り
行
政
視
察

し
ま
し
た
。

町
田
市「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
」

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
が
、
日
常
的
な
ス

ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
地
域
自

ら
が
主
体
と
な
り
運
営
す
る

団
体
の
こ
と
で
す
。

　

町
田
市
で
は
ト
ッ
プ
ス

ポ
ー
ツ
の
支
援
や
施
設
整
備

に
よ
り
普
及
・
推
進
を
図
り

な
が
ら
市
民
の
健
康
増
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

条
件
を
満
た
し
た
団
体
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

器
、
稲
庭
う
ど
ん
等
の
地
場

産
業
が
、
多
く
の
雇
用
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
流
の
請
負
製

造
業
が
多
く
、
新
た
な
取
り

組
み
に
乏
し
い
課
題
が
あ
り

ま
す
。
特
に
創
業
比
率
は
、

全
国
的
に
低
い
水
準
で
あ

り
、
女
性
の
就
労
が
、
制
約

さ
れ
る
課
題
（
出
産
、
育
児

等
）
に
対
応
す
る
た
め
、
ク

ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業

で
、
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
の
事
業
継
続

「
湯
沢
市
、
新
庄
市
に
お
け

る
地
方
創
生
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

所
管
事
務
調
査
の
一
環
と
し

て
、
11
月
７
・
８
日
に
秋
田

県
湯
沢
市
、
山
形
県
新
庄
市

を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
の
産
業
構
造
は
、

農
林
業
等
の
一
次
産
業
の
ほ

か
製
造
業
の
二
次
産
業
が
主

体
で
あ
り
、
特
に
清
酒
、
漆

▲新庄市視察の様子
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▲町田市視察の様子

▲横浜市視察の様子

▲小田原市視察の様子

▲湯沢市視察の様子



▲岡谷市視察の様子

し
人
脈
や
銀
行
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
情
報
の

収
集
に
努
め
る
一
方
積
極
的

な
企
業
訪
問
を
行
な
い
、
少

な
い
年
度
で
２
０
２
回
、
多

い
年
度
で
１
２
１
４
回
も
訪

問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
首
都

圏
や
中
京
圏
で
「
岡
谷
市
の

産
業
振
興
を
考
え
る
懇
談

会
」
を
設
置
し
企
業
家
の
掘

り
起
し
と
人
脈
の
形
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
誘
致
し

た
企
業
に
は
土
地
取
得
額
の

30
％
の
助
成
制
度
や
市
内
か

が
あ
る
橋
も
あ
り
、
早
期
に

補
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
緊
急
性
の
あ

る
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
付

け
早
急
に
補
修
す
る
よ
う
提

言
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

「
企
業
誘
致
と
観
光
の
振
興
」

を
課
題
に
10
月
31
日
か
ら
11

月
１
日
ま
で
の
２
日
間
、
長

野
県
岡
谷
市
と
千
曲
市
の
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

岡
谷
市
の
企
業
誘
致
活
動

　

岡
谷
市
は
企
業
誘
致
事
業

の
推
進
に
当
っ
て
産
業
振
興

部
工
業
振
興
課
を
設
置
す
る

と
共
に
金
融
機
関
出
身
の
産

業
振
興
担
当
副
市
長
を
配
置

　

定
例
会
、
臨
時
会
に
お
け

る
付
託
議
案
や
陳
情
等
の
審

査
、
ま
た
閉
会
中
の
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

お
け
る
所
管
事
務
調
査
は

「
公
共
物
診
断（
道
路
ス
ト
ッ

ク
総
点
検
）」
を
調
査
項
目

と
し
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
該
調
査
は
市
道
に
架
か

る
橋
梁
の
点
検
を
行
い
、
総

合
的
な
橋
梁
の
長
寿
命
化
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

橋
梁
と
は
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
も
の
も
含
め
長
さ

２
㍍
以
上
の
橋
を
い
い
ま
す

が
、
現
在
市
管
理
の
橋
梁
は

２
０
６
橋
あ
り
、
こ
れ
ら
の

橋
を
健
全
・
予
防
保
全
・
早

期
処
置
・
緊
急
処
置
の
４
区

分
に
分
け
点
検
し
て
い
ま

す
。
点
検
の
結
果
緊
急
処
置

の
橋
は
な
い
も
の
の
早
期
処

置
の
橋
が
19
橋
も
あ
り
、
中

に
は
橋
台
移
動
に
伴
う
隙
間

他議会からの視察来庁
10 月 11日　宮崎県宮崎市議会災害時対策特別委員会 10 名

　　　　　　「災害時対応について」
10 月 13日　山形県東根市議会退職議員クラブ ９名

　　　　　　「東日本大震災からの復興状況について」
10 月 20日　岐阜県多治見市議会市井の会 8 名

　　　　　　「スマート防災エコタウン」
　　　　　　　熊本県菊陽町議会復興対策特別委員会 21 名

　　　　　　「震災から半年、復旧・復興への道のり」

11 月８日　　熊本県芦北町議会建設常任委員会　９名
　　　　　　「農地・農業用施設の復旧について」
11 月 17日　熊本県嘉島町議会総務常任委員会、

　　　　　　建設常任委員会　５名
　　　　　　「震災後の現状と課題について」
11 月 21日　東京都西東京市議会議会運営委員会　16 名

　　　　　　「スマート防災エコタウン」
　　　　　　「震災復興と議会のかかわり」

ら
の
常
勤
雇
用
等
を
条
件
に

固
定
資
産
税
相
当
額
３
年
間

分
を
交
付
す
る
な
ど
積
極
的

な
施
策
が
７
年
間
で
23
社
も

の
企
業
誘
致
し
て
い
ま
す
。

千
曲
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム

　

千
曲
市
は
交
流
人
口
の
増

加
に
よ
る
観
光
の
振
興
を
目

的
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
の
参
加
者
に

よ
る
そ
ば
栽
培
体
験
や
玉
ね

ぎ
栽
培
体
験
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
大
の
事
業

が
「
姨お

ば

捨す
て

の
棚
田
」
の
取
り

組
み
で
標
高
５
０
０
ｍ
の
丘

陵
地
に
広
が
る
総
面
積
75 

ha

８
０
０
枚
の「
姨お

ば

捨す
て

の
棚
田
」

の
体
験
コ
ー
ス
に
は
東
京
や

栃
木
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

保
全
コ
ー
ス
に
は
愛
知
や
北

海
道
か
ら
も
応
募
が
あ
る
等

事
業
の
目
的
が
十
分
果
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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▲千曲市視察の様子

▲三ツ谷３号橋（大塩）を現場視察

橋
梁
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
調
査
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こ
の
４
年
広
報
常
任
委
員

会
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
真
の
議
会
改
革
を
目
指

し
、
議
会
懇
談
会
の
実
施
、

議
会
中
継
、
議
場
等
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
は
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
市
民
へ
の
認

知
度
の
向
上
、
議
会
の
さ
ら

な
る
改
革
と
質
の
高
い
議
会

を
目
標
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

４
月
に
は
、
議
員
の
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が
市
、

地
域
の
生
活
環
境
安
定
の
た

め
真
に
役
立
つ
議
員
の
選
出

に
期
待
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
満
６
年
を
迎
え

移
転
先
地
の
整
備
が
進
む

中
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年(

丁
酉:

ひ
の

と
と
り)

が
一
歩
一
歩
大
地

を
踏
み
し
め
な
が
ら
の
幸
い

と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま

す
。　
　
　
　
（
上
田　

勉
）
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9月  3日  鳴瀬未来中学校大運動会
  平成28年度矢本第二中学校体育祭
　　 4日  野蒜北部丘陵地区集団移転宅地引渡し式
  第25回オール赤井まつり
  平成28年度第11回東松島市長杯野球大会
  大曲市民センター建設15周年記念祝賀会
　　 5日  議会運営委員会
　　 7日  議員全員協議会
　　 8日  総務常任委員会
　　 9日  財務常任委員会
  議会運営委員会
     10日  上下堤八幡神社奉納演芸会
     11日  宮城ヘルシー2016ふるさとスポーツ祭石巻地区大会
  平成28年度小野上区・下区合同敬老会
  平成28年度上下堤敬老祝賀会
     13日  太陽光発電所起工式
  平成28年度第1回防災研修会
     14日  総務常任委員会
  産業建設常任委員会
  財務常任委員会
     16日  矢本海浜緑地敷地造成工事安全祈願祭
  第11回東松島市「女性のつどい」
     17日  小野保育所運動会
     18日  あおい地区敬老会
     20日  総務常任委員会
  財務常任委員会
  議会運営委員会
     21日  平成28年秋の交通安全運動出動式
  平成28年秋の交通安全運動に伴う街頭指導
     23日  議員全員説明会
     24日  昭和ノスタルジアコンサート
  あおい地区まちびらき青森ねぶたまつり
  矢本はなぶさ幼稚園第33回運動会
28~29日  熊本地震表敬訪問
10月1日  東松島市震災復興伝承館オープン記念セレモニー
  矢本中央幼稚園運動会
  牛網保育所運動会
  第18回ぎんの星きのこ祭り
  鳴瀬幼稚園親子大運動会
　　 6日  平成28年度宮城県私立幼稚園連合会石巻地区教育振興大会・宮

城県私立幼稚園PTA連合会石巻地区研修大会
　　 7日  広報常任委員会
　　 8日  宮野森小学校第1回学芸会
  矢本西小学校運動会
　　 9日  第5回石巻地区少年剣道練成大会
     10日  第5回東松島市長杯地域交流パークゴルフ大会
  第11回東松島市長杯争奪男子ソフトボール大会開会式
  2020年東京オリンピック・パラリンピック聖火リレー出発地

誘致プロジェクトキックオフイベント
  第45回若鷹旗争奪少年野球大会開会式
     11日  更別村人材交流団（福祉交流）歓迎会
     12日  石巻商工会議所創立70周年記念式典
12~13日  全国市議会議長会基地協議会
     13日  民生教育常任委員会
     15日  北上運河河川災害復旧工事竣工式
  鳴瀬桜華小学校学芸会
  平成28年度赤井小学校学習発表会
  大曲小学校あすなろ学習発表会
     16日  鳴瀬未来中学校第4回文化祭
  オリンピックデーフェスタIN東松島
17~18日  全国市議会議長会基地協議会東北部会
  宮城県市議会議長会
     19日  産業建設常任委員会
     20日  総務常任委員会
     21日  議会運営委員会
     22日  平成28年度東松祭
  矢本東小学校学芸会

  赤井南小学校学芸会
  第11回ひがしまつしま市民文化祭開会セレモニー
     23日  小野上区・小野下区合同「区民の集い」
  第31回上下堤区民運動会
     24日  松島基地司令来庁（横風テスト輸送機説明）
     26日  総務常任委員会
  議員全員協議会
  議員全員説明会
26~28日  民生教育常任委員会　行政視察（東京都町田市・神奈川県小田

原市・神奈川県横浜市）
     28日  平成28年度矢本第一中学校文化祭
     29日  平成28年度矢本第二中学校文化祭
  平成28年度東松島市浜市地区植樹式
  最上川さくら回廊事業植樹式典
  地方創生セミナー
     30日  2016東松島ライオンズクラブ旗争奪U-10フットサル大会
  きらり!えん旅　小林幸子ミニ・コンサート
     31日  三陸縦貫自動車道・アクセス道路建設促進期成同盟会要望活動
 31~1日  産業建設常任委員会　行政視察（長野県岡谷市・長野県千曲市）
11月1日  松島基地司令感謝状贈呈行事
　　 5日  まるごと大曲ふれ愛まつり
　　 6日  小野地域ふるさと愛あいまつり
   7~8日  総務常任委員会　行政視察（秋田県湯沢市・山形県新庄市）
　　 8日  五野井敏夫市議会議員　文化の表彰を受賞
　　 9日  川前四地区基盤整備事業安全祈願祭
     10日  平成28年度東松島市協働教育研修講演会
     11日  議会運営委員会
     12日  宮野森小学校区ふるさとまつり
  東京都大田区との友好都市締結調印式
     13日  矢本東市民センター開所式
  第11回矢本ひがし地区民まつり
     15日  全国市議会議長会
     19日  希望の虹プロジェクト点灯式
19~20日 東根市議会表敬訪問来市
     20日  野蒜市民センター・奥松島観光物産交流センター開所式
  野蒜北部丘陵地区集団移転宅地引渡式
  ひがしまつしま福幸まつり
  宮野森小学校内覧
     21日  全国市議会議長会基地協議会
     23日  平成28年度東松島市市制功労者表彰式
  菅原　節郎市議会議員市制功労者表彰
  第2回ひと・しごと・にぎわい創生セミナー
  リオデジャネイロ五輪祝賀会
     24日  東北防衛局企画部長との意見交換会
  石巻地区広域行政事務組合議会定例会
     25日  総務常任委員会
  議会運営委員会
     26日  大塩小学校学芸会
  議会懇談会（矢本西市民センター・赤井市民センター・小野市

民センター）
     27日  第49回東松島クロスカントリー大会
  矢本はなぶさ幼稚園第33回クリスマスお遊戯会
     28日  更別村議会表敬訪問来市（~30日）
  宮城県市議会議長会
     29日  （債）平成28年度大曲地区体育館災害復旧工事安全祈願祭
  平成28年度協働のまちづくり研修会
  石巻地区広域行政事務組合議会定例会
     30日  都市計画審議会
  石巻地方広域水道事業団議会定例会
  東松島市行政区長会忘年会
  広報常任委員会

議会運営および活動状況 平成28年9月以降
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